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介謹棚談貝バッチ 2020.0320富山市介護相談員富山市新桜町7-38富山市介護保険課内TEL443-2206

思いやりと一緒に で~:)屋／ 介護相談員石原朝子
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介謹相談貝になり7年緑とうとしています。施設訪問では、笑顔で元気よくを心掛け、利用肴さんが出来る

ことが年々少なくなってくる不安や、淋しい思いに寄り添っていきたいと思っています。日頃多忙な中、笑顔

で接しておられる職貝さんに頭の下がる思いです。

今年の8月に東蹴の介溌相談貝の研修へ参加させていただきました。介漉保険制度や認知症の人の意思決定

など2日間の研修の111で、私は「転倒予防のポイントを見る目を養う」の識我にちょっと触れて書きます。転

倒した時は、どこで、どんな時に起きたのかを検証することが大切。病気によるものか、ベッ1，から起き上が

る時の手・足の位i趾、洲りやすいものはないかなど細かくその人に合わせてチェックする。転ぶから立たせな

い、歩かせないという見守りは見張りでしかない。家族と共に、利jM者さんにとって孫らしやすさはとは何か

を考える。雑木的なことなのですが龍要なことだと思いました。

先日訪問した特盤では、食事は、車椅子から食並の椅子に座りなおして食小されていました。 「車椅子は移

動の手段なので」とおっしゃった言葉にあったかい思いやりを感じました。

いつまでも利jM瀞さんが安心して楽しく幕らしていただけるように、職員の方と一緒に笑顔で参加させてい

ただきたいと思います。

珍玲,こめご･も鈴写嘩．角町堅冷盆嬉島麹色必唯浄二為逢毎弓鳴為飯盛~一ゐ連忌.…ゐま毎国ﾀ身一._易念起営酉-毎蛾蝿一品蟻犀--今心理、烏唾,己みむ毎一角電起“殆皓起烏噂垂一殆唾鰹､-.ふ画一､_兵遼愈~兵電窪､〆号嘩一へ尹尋零尭

、．(:~､、 笑顔をありがとう
介護相談員山田正二

一・

1年前にささやかな志を排って、嵩111市の介護相談員に応擁しました。施設訪問で利川者・家族の方、職

員の方、介謹州談貝の先雅たちの気泄い、言動から多くのことを学びレベルアップに努めています。

未熟さを|皇l党し、職貝の方には感謝とねぎらい、利用者の方には離敬の念をもち笑顔だけは誰にも負けな

いように接することを心がけています。

介護現場で、笑顔で話しかけ、寄り添い、いたわりながら食事、歩行などの介助をしている若い職員の方

またその動きを他のｲ~l:聯をしながら優しく見守るベテラン方、利川者がより快適に、穏やかに過ごせるよう

に気泄い、工夫をしている姿を見せていただき、ほほえましくかつ頼もしく感じました。

ご家族の不安、利川者の寂しさも傾聴きせていただきました。じっくりl淵くことと、励ますことしかでき

ませんでしたが、堆後に「話を聞いてもらい、気が楽になった」の言莱をいただき救われたような気になり

ました。 「職員の笑顔なくして、利用者・家族の笑顔なし!」短期間ではありますが、利用者の方に、より快

適・穏やかに過ごしていただくには職員の方の笑顔が欠かせません。引き続き、職興の方がより働きやすく

長く勤められる施莱、職場づくりが重要と感じました。
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開催日：令和元年11月5日(火） 会場↓市役所大会塞室

二

二＝＝＝

一一ーーー一一ーーー－－ーー‐ーーーー■■ー,■0－口■ーー■■ｰ一一＝＝＝‘■ローーーーーーﾛ■・－－－－－一一一一ー一一一一・■ー一一一＝一‘■D■■●■一一＝一口■一一一■■~＝ー一一 一ロ

i看取りケアを地域とともに考える
梼別養護老人ホームささづ苑生活相談員荒井康徳氏I

大西敦子氏’

1 着取りのケアでは、ご家族と嘱託医、看護師、介護職員、菅碧栄養士、生i
l活相談員、施設ケアマネなどのスタッフで医療や看取りのカンファレンスを｜
|行い、現状報告を行い、ご家族のご意向を確認したり、今後考えられる状況｜
|説明を行ったりしながらケア方針を説明し、確認を行います。
I 看取り介護委員会では､講義や実技の研修や、クリニカルパスやエンゼル’
1ケアマニュアルの作成、見直し、周知を行っています。

i 看取りｹｱを地域と共に考えようと､令和元年10月'3日､ご家族と地域’
1の皆さんとの交流会｢なごみ」を開催しました。「住み慣れた地域で最期ま’
1で～againinplace～」と題し、ものがたり診療所長佐藤伸彦先生に公｜
i開誰座として講演していただきました。誰もが人を看取ることへの不安を抱I
1えている現状で、地域の方々の看取ることの不安の解消や看取りの考え方を！
I知ることのお手伝い、さらに、お互いが満足した最期を迎えられるような支’
1援につなげたいと考えています。
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おいしいコーヒーいかがですか？

老奥医躍麺設j蓼謬三蕨､且回 手づくりおやつの日
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散歩し了います
今日も陽気に誘われ
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地域の方も大勢集まつ7'|亘例のお祭11
有志の演奏やケームなど楽しみました
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･介護相談員からのコメント

イベントが多いので、介護相談員も毎回の訪問が
楽しみです。

皆様こんにちは！富山老人保健施設です。当施設は年

間100以上のイベント行事を行い、それらは外での実施

を基本としています。

春、中庭の桜の蕾が膨らみ始めた頃より、外での活動

が本格始動です。レクリエーションや散歩は勿論昼食

を外で食べる「青空ランチ」で気分上々，

夏、ご利用者が日々健康的な肌色になる一方、職員は

美白を守ることに必死…。恒例行事「流しそうめん」で

は、われ先にと手を伸ばすご利用者の姿に生きる力を感じます。秋、瓢箪や糸瓜の棚に大量のパンを吊り

下げての「パン食い競争」狙ったパンに向かうご利用者の目の輝きはピカイチ1いつもより歩行は安定し、

車椅子の進みも速い1 1リハビリの成果以上の力が発揮されるので驚きです。一緒に参加される地域の

方々も思わず笑顔で歓声を送ります。このように四季を通して行う多くの活動の様子は施設内に写真掲示

しています。気になる方はぜひ当施設へお問い合わせの上、足をお運びくださいね。
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： 令和初の介護相談員だよりとなりました。訪問先では、令和は生まれて4つめの年号となるご長寿 ：
： の皆様から貴重なお話を伺う機会をいただいています。感謝。これからもお元気で。そして新しい令 ：
： 和の時代が平和でありますように。

； 発行にあたっては多くの皆様のご協力をいただきました｡お礼申し上げます。 ；
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